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【目的】近年、頭蓋内構造を立体表示する試
みが盛んに行われているが、脳室系は中空構
造を持つというその解剖学的特徴から、術前
simulation　の為の立体像作成には、脳室外観
の立体像に加え、脳室内構造の立体表示を得
ることが必要となる。そこで、MRI画像を基
に、脳室系の内部構造をcomputer　graphicsの
手法を用いて立体化することを試み、その臨
床的有用性に関して検討した。
【方法】thin　sliceで撮像したMRIの画像を
computer（Macintosh）に入力。脳室及び脳室近
傍の構造物の輪郭を抽出し、三次元モデルを
構築する。これをsurface　rendering法を用い
て立体表示した。
【結果】この手法を用いることにより、脳室
の外観を立体的に観察することの他に、視点
を脳室内に設定し、あたかも脳室鏡で脳室内
を観察しているかの如き仮想内視鏡画像を得
ることができる。実際の脳室内及び脳室近傍
腫瘍の術前検討では、腫瘍と脳室壁との関
係、静脈走行の立体的認識、到達法による視
野の差異等の検討ができ、手術操作に有用で
あった。
【結論】本法は、非浸襲的に脳室内の立体構
造を観察することが可能であり、更にはcut，
retractといった手術操作を疑似的に加えるこ
とができるため、脳室内及び脳室近傍腫瘍の
症例等において、術前のimage　training及び
simulation　に有用である。また、脳槽や眼窩
など間隙のある部位ではいずれにも応用する
ことができ、将来operation　simulatorへの発展
が期待される。
［目的］近年リング型ガンマカメラを用いた
single　photon　emission　cornputed　tomography（S
PECT）により、脳局所のcerebral　blood　flow（r－
CBF）、cerebral　blood　volume（r－CBV）の測定が可
能となった。虚血性脳疾患例のr－CBF、　r－CBVを測
定することにより、各症例の循環動態を観察し血
行再建術の適応について検討した。　［対象・方法
］対象は22歳から36歳までのnormal　volunteer　3
例と各種の虚血性脳血管障害25例とした。　CBFの
測定は133Xe吸入法によりリング型SPECT装置SE
TO70（Shimazu）で左右のfronta1・temPo「a1・occi－
pita1に3×3mmのROIを設け、各々のr－CBFを
測定し、同時に99mTc標識赤血球による同じ部位
のr－CBV測定を行った。　rCBV／rCBF×60の計算式
を用いてmean　transit　time（MTT）を計算した。
［結果］1）正常例の半球平均CBF（m－HCBF）は49．
23±6．99（m1／100g／min）、半球平均CBV（m－HCBV）は
4．30±1．70（m1／100g）、　MTTは5．37±2．98であった
。2）小梗塞を認めmain　trunkの狭窄80％以上か閉
塞した例（Group　I）では、　m－HCBF　34．87±7．72、
m－HCBV　6．62±2．20、　MTT　11．41±2．77であった
。3）小梗塞を認めるが血管撮影上main　trunkの狭
窄・閉塞を認めない例（Group　II）では、　m－HCBF51
．5±7．49．　m－HCBV　6．35　±2．05．　MTT　7．36±2．12
であった。4）CBF、　CBV標準曲線に各症例の平均CB
F、CBVをプロットしてみると、　Group　IIではほと
んどの症例が±2SDの範囲に入った。　Group　Iで
は16例中5例がmisery　perfusionの範囲に集積し
た。STA－MCA吻合術施行例では術後m－HCBFは28．
69から37．75に上昇し、m－HCBVは4．79から2．90に
低下し、MTTも10．02から4．69に低下し、循環代
謝状態が正常化した。［考察・結論］CBF、　CBV測
定は循環予備能の相対的評価を行うことができ脳
虚血性疾患に対する血行再建術の適応を判断でき
る。
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